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Colchicinノ 家 兎 血 液 像 ニ 及 ボ ス 影 響 竝 ニ1 , 2ノ 知 見

岡 山醫科 大學生理學教室(主 任生沼教授)

醫學士 伊 賀 安 男

[昭 和14年2月8日 受 稿]

第1章 緒 論

ColchicinハColchicin Autumnate中 ニ存

スル有 毒 物 質 ニ シ テ,發 見 サ レテ ヨ リ歳 月 ヲ經 ル

事 既 ニ50年 ニ及 ベ リ.其 ノ間 コ ノ物 質 ノ生 物 學

的 作 用 ニ關 スル 研 究 ハHavey1), W.E. Dixon

und W. Malden2), Hansmann, Kolmer und

Huhner3), M.J. Lossbach4), Dustin等 ノ諸賢 ニ

依 リテ 行ハ レタ リ.殊 ニ主 意 ス可 キハColchicin

ハ 極 微 量 ニ シ テ,哺 乳 動 物 ノ 白 血 球 増 多 症 ヲ

來 ス コ トナ リ.Malden及 ビDustinニ 依 レ バ
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Colchicin 0.001-0.01mgニ シテ家 兎 白血球 數 ハ

數 倍ニ 増 多 スル ト曰 フ.余 ハ 斯 ル見 地 ヨ リ果 シ テ

Colchicinハ 白血球 ノ血 液 像ニ 於 テ如 何 ナ ル影 響

ヲ與 フル ヤ ヲ研 究 シ,併 セ テ血 壓 ニ及 ボ ス影 響 ヲ

モ觀 察 セ リ.

第2章 實驗竝ニ成績

(1) 家兎血液 ニ及ボ ス影響

實驗ニ供 セシ動物ハ家兎 ニシテ體重2kg以 上

ノ強 健 ナ ルモ ノ ヲ選 ビテ用 ヒタ リ.血 球 計 算ニ 當

リテハThomazeiss氏 ノ血 球 計 算 器 ヲ 使 用 シ

Hayem氏 液 竝ニZurk氏 液 ヲ用 ヒ,一 般 ノ法 則

ニ依 リ計 算 セ リ.血 液 像 ハ主ニ 塗 抹 標 本 ヲ型 ノ如

ク作成 シMay, Grunnwald und Gimsa法 ニ ヨ

ル 二重 染 色 ヲ ナシ觀 察 セ リ.

Colchicinハ 「リ ンガ ー氏 液 」ニ溶 カ シ家 兎 體 重

1kgニ 就 キ0.5-0.025mgノ 割 合ニ 皮 下ニ 注射 セ

リ.以 上 ノ如 ク シテ家 兎 ノ血球 ノ數 竝ニ 像ニ 關 シ,

時 間的 經 過 ニ伴 フ變 遷 ヲ觀 察 セ リ.得 タル 成 績 ヲ

下表(第1, 2表)ニ 示 サ ン.表ニ 示 サ レ タル 所 ヲ

更 ニ明確 ニ圖 ヲ以 テ 示 サ バ第1圖 ノ如 シ.但 シ圖

ヲ簡單ニ ナ サ ン爲 家 兎 第3號 ニ就 テ ノ ミ表 セ リ.

第1表 Colchicin注 射 後ニ 於 ケル血 球 數 ノ變 化

第2表
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第1圖

(家兎第3號)
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(2) 家 兎血 壓ニ 及 ボ スColchicinノ 影 響

余 ハColchicinノ 血 液 ニ及 ボ ス前 記 ノ實 驗 ヲ行

フ ト同時 ニ血 壓ニ 及 ボ ス影 響 ヲモ觀 察 セ リ.本 實

驗 ヲ行 フニ 當 リテ ハ 出來 得 ル 限 リ家 兎ニ 障 碍 ヲ加

ヘザ ル 樣 努 ムル爲次 ノ如 ク シ テ血 壓 ヲ測 定 セ リ.

即 チ毛 細 管 ヲ露 呈 セル 兎 脣 ノ粘膜 移 行部ニ 種 々ナ

ル壓 カ ヲ加 ヘ該 部 ノ流血 ガ停 止 シ蒼 白 トナル 瞬 間

ニ於 ケル壓 力 ヲ以 テ血 壓 トセ リ.

兎 脣ニ 壓 カ ヲ加 ヘ ル方 法 トシテ方1cmノ 透 明

ナ ル「セ ル ロイ ド板」ヲ作 リ其 ノ中央ニ 垂 直ニ 鋼 鐵

製 ノ針 金 ヲ固定 セ リ.其 ノ鋼 鐵 針 ノ長 サ ヲ種 々 ニ

變 ヘ テ25箇 ヲ作 成 セ リ.

今 「セ ル ロ イ ド板 」ノ面 デ兎 脣 粘 膜 部ニ 接 セシ メ

鋼鐵 ノ自由端 ヲ鋼鐵 針 ノ方 向ニ 壓 迫 スル時,同 鐵

針 ガ彎 曲 シ初 ム.コ ノ瞬 間ニ 於 ケル 鋼鐵 針 ノ彈 力

ヲ以 テ其 ノ「セ ル ロ イ ド板 」ノ有 スル壓 力 トセ リ.

作 成 セ ル多 クノ「セル ロ イ ド板」ハ種 々 ナル長 サ ノ

針 金 ヲ有 スル故物 理 學 的ニ 種 々 ナル壓 力 ヲ有 スル

モ ノ ト言 フ ヲ得.

時 間 的經 過 ニ伴 フ血 壓 ノ状 態 ヲ窺 ヒタ リ.測 定

セル血 壓 ヲ第3表ニ 示 ス.

第3表

第3章 總括竝ニ考按

第1表ニ 觀 ルニColchicin (0.025mg)ヲ 體 重

1kgニ 對 シ注射 スル トキ家 兎ハ 注射 後2-3時 間

ハ稍 々白血 球 減 少症 ヲ起 シ,其 ノ後 急 激ニ 白血 球

増 多症 ニ移 行 シ30-40時 間後ニ 元 ノ状 態ニ 還 ル.

第1表(I)ニ 看 ル如 ク,體 重1kg當 リ0.5mg

ニ シ テ家 兎 ハ約10時 間 後ニ 死 亡 ス.

第2表 竝ニ第1圖ニ 依 テ淋巴球 ノ全白血球數 ニ

對 スル100分 比 ハ 白血 球 數 ノ増 加ニ 比 例 シ テ増 減

スル モ,多 型 核 細 胞 ハ 以 上 白血 球 數 竝ニ 淋 巴 球

100分 比 ト全 ク相 反 シテ 注射 後 急 激 ナ ル減 少 ヲ起

シ.漸 次 元 ニ還 ル如 キ100分 比 ノ變 化 ヲ示 ス.

白血球中,胞 曉細胞竝ニ 單核大 白血球 ハ 其 ノ

100分 比 ニ於 テ著 明 ナル變 化 ヲ示 サ ズ.

以上 ノ結 果 ヨリ按 ズルニ白血球數 ガ極度ニ 増大

セ ルニ 拘 ハ ラズ,淋 巴 球 ノ100分 比 ノミ,コ レニ

伴 ツ テ増 加 シ,多 型 核 細 胞100分 比 ハ 逆ニ 減 少 ス

ル所 以 ハ,淋 巴球 數 ノ ミ著 シ ク増 加 シ テ,多 型 核

細胞 數 ハ 變 化 著 シカ ラザ ル ヲ推 定 セ シ ムル ニ難 カ

ラズ,尚 ホ胞 曉 細胞 ハ 單核 大 白血 球 ハ100分 比 ニ

於 テ著變 ヲ示 サ ザ ル モ 白血球 數ニ 於 テ増 減 アル

ヲ以 テ其 ノ數 ニ於 テ甚 ダ シ ク増 加 セ ル事 實 ヲ認 メ

得.

Colchicinハ 家 兎血 壓ニ 大 ナ ル影 響 ヲ與 ヘ ズ其

ノ與 ヘ タル量 ノ増 大ニ 依 リ稍 々下 降 ヲ示 シ0.5mg

(體 重1kgニ 就 キ)ニ テ死ニ 至 ル.

第4章 結 論

1) Colchicinハ 極 微 量(體 重1kgニ 就 キ0.05

-0 .025mg)ニ テ家 兎 ニ先 ヅ 白血球 減 少症 ヲ起 サ

シ メ2-3時 間後ニ 甚 シ キ 白血 球 増 多 症 ヲ起 サ シ

ム.白 血 球 中最 大 ノ増 加率 ヲ示 スモ ノハ 淋 巴球 ニ

シ テ コ レニ 次 ギ 單 核 大 白血 球 竝ニ 胞 曉 細 胞 ナ リ.

多 型 核 白血球 及 ビ「エ オ ジ ン嗜 好 性」細 胞 ハ變 化 ナ

キ モ ノ ノ如 シ.

2) Colchicinハ 體 重1kgニ 就 キ0.5-0.026mg

ニテ ハ家 兎血 壓 ニ何 等 ノ變 化 ヲモ與 ヘ ズ.
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3) Colchicinハ 家 兎 ニ對 シ テ甚 シ キ毒 物 ニシ

テ0.5mgニ シ テ(體 重1kgニ 對 シテ)死 ノ轉 歸

ヲ トラ シ ム.

擱筆 スル ニ臨 ミ終 始御懇篤 ナル御指 導御校

閲 ヲ賜ハ リシ恩師生 沼教授 ニ深 甚 ノ感謝 ヲ表

ス.
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Aus dem Physiologischen Institut der Med. Fakultat Okayama

( Vorstand: Prof. Dr. S. Oinuma ).

Uber die Wirkung von Colchicin auf Kanincheublut.

Von

Yasuo Iga.

Eingegangen am 8. Februar 1939.

Verfasser stellte einige Experimente uber die Wirkung von Colchicin auf Blutbild

und Blutdruck des Kaninchens an. Die Resultate sind folgendermassen:

1) Durch die subkutane Einspritzung der Colchicin-losung (0.025mg pro kg

Korpergewicht) bekommt das Kaninchen bald nach der Injektion Leucopenie, 2 Stunden

nach der Injektion die auffallende Leukozytose, und 40 Stunden danach stellt sich

normaler Zustand wieder ein.

Lymphozyten, grosse monokernige Leukozyten und Mastzellen nehmen zu, aber

polymorphkernige Leukozyten und eosinophilie Zellen nicht.

2) Colchicin (0.025-0.5mg) ubt keinen Einfluss auf Blutdruck des Kaninchens

aus. 

3) Colchicin (0.5mg) kaun das Kaniuchen zum Tode vergiften. (Autoreferat)
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